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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  39/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  65/21     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  51/367    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   37/00     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   39/30     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   65/21     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ   51/367    　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月13日(2018.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２，４－ジクロロフェノールを含む供給原料を、異性化ゾーンの中で酸形態のゼオライ
ト触媒と接触させて少なくとも一部の２，４－ジクロロフェノールを２，５－ジクロロフ
ェノールへと異性化させることを含む、２，５－ジクロロフェノールの製造方法であって
、前記ゼオライト触媒が約３５：１以下のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比を有する前記方法
。
【請求項２】
　前記ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比が約２３：１～約３５：１である、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記ゼオライト触媒がＺＳＭゼオライトを含む、請求項１または２のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項４】
　２，４－ジクロロフェノールと水とを含む供給原料を、異性化ゾーンの中で酸形態のゼ
オライト触媒と接触させて少なくとも一部の２，４－ジクロロフェノールを２，５－ジク
ロロフェノールへと異性化させることを含む、２，５－ジクロロフェノールの製造方法。
【請求項５】
　前記ゼオライト触媒が脱シリカゼオライト触媒を含む、請求項１～４のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項６】
　２，４－ジクロロフェノールを含む供給原料を、異性化ゾーンの中で酸形態の脱シリカ
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ゼオライト触媒と接触させて少なくとも一部の２，４－ジクロロフェノールを２，５－ジ
クロロフェノールへと異性化させることを含む、２，５－ジクロロフェノールの製造方法
であって、前記脱シリカゼオライト触媒が、脱シリカ前の最初のゼオライト触媒のメソ－
マクロ細孔容積よりも少なくとも約５０％大きいメソ－マクロ細孔容積（２０Åより大き
く最大２５００Åである直径を有する細孔に起因）を有する、前記方法。
【請求項７】
　前記脱シリカゼオライト触媒の前記メソ－マクロ細孔容積（２０Åより大きく最大２５
００Åである直径を有する細孔に起因）が、脱シリカ前の最初のゼオライト触媒の前記メ
ソ－マクロ細孔容積よりも約５０％～約５００％大きい、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　２，４－ジクロロフェノールを含む供給原料を、異性化ゾーンの中で酸形態のゼオライ
ト触媒と接触させて少なくとも一部の２，４－ジクロロフェノールを２，５－ジクロロフ
ェノールへと異性化させることを含む、２，５－ジクロロフェノールの製造方法であって
、前記ゼオライト触媒が少なくとも０．１５ｃｍ３／ｇであるメソ－マクロ細孔容積を有
する、前記方法。
【請求項９】
　前記ゼオライト触媒が、約２３：１～約８０：１のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比を有す
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ゼオライト触媒がＨＺＳＭ－５ゼオライトを含む、請求項１～９のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記異性化ゾーンに３，４－ジクロロフェノールを供給することを更に含む、
　前記供給原料中の２，４－ジクロロフェノール対３，４－ジクロロフェノールのモル比
が、約１０：１～約５０：１である、請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　２，４－ジクロロフェノールと３，４－ジクロロフェノールとを含む供給原料を、異性
化ゾーンの中で酸形態のゼオライト触媒と接触させて少なくとも一部の２，４－ジクロロ
フェノールを２，５－ジクロロフェノールへと異性化させることを含む、２，５－ジクロ
ロフェノールの製造方法。
【請求項１３】
　前記異性化が、約２２０℃～約５５０℃の触媒温度で行われる、請求項１～１２のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記供給原料が２，４－ジクロロフェノールを含有する供給気体を含み、前記供給気体
中の２，４－ジクロロフェノールの分圧が約０．０５ｋＰａ～約１０ｋＰａである、請求
項１～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ゼオライト触媒が約５００℃～約１０００℃の範囲の温度で焼成される、請求項１
～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　２，４－ジクロロフェノールを含む供給原料を、異性化ゾーンの中で酸形態のゼオライ
ト触媒と接触させて少なくとも一部の２，４－ジクロロフェノールを２，５－ジクロロフ
ェノールへと異性化させること；
２，４－ジクロロフェノールを含む前記供給原料と前記ゼオライト触媒との接触を一時中
断すること；及び
前記ゼオライト触媒を約２５０℃～約３７５℃の温度で蒸気と接触させて前記触媒を再活
性化すること；を含む、
２，５－ジクロロフェノールの製造方法。
【請求項１７】
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　ヒドロキシル化ゾーン中、第１のゼオライト触媒の存在下で酸化剤を用いて１，４－ジ
クロロベンゼンをヒドロキシル化することで、２，５－ジクロロフェノールと２，４－ジ
クロロフェノールとを含むヒドロキシル化反応生成物を形成すること；
２，４－ジクロロフェノールの少なくとも一部を前記ヒドロキシル化反応生成物から分離
して２，４－ジクロロフェノールを含むフラクションを形成すること；及び、
異性化ゾーン中、２，４－ジクロロフェノールを含む前記フラクションを酸形態の第２の
ゼオライト触媒と接触させることで少なくとも一部の２，４－ジクロロフェノールを２，
５－ジクロロフェノールへと異性化させること；
を含む、２，５－ジクロロフェノールの製造方法。
【請求項１８】
　請求項１～１７のうちのいずれか１つの請求項に従って合成される前記２，５－ジクロ
ロフェノールのうちの少なくとも一部をカルボキシル化して２－ヒドロキシ－３，６－ジ
クロロ安息香酸を製造することと、前記２－ヒドロキシ－３，６－ジクロロ安息香酸を３
，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸へとメチル化することとを含む、３，６－ジクロ
ロ－２－メトキシ安息香酸の製造方法。
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